
国際ロータリー第 2550 地区 

黒 磯 ロ ータ リ ー ク ラ ブ 会 報 
会  長：荒牧明二 幹  事：安藤讓治 
事務局：食健サロンゑゑ塩梅 
    代表 安藤讓治 
   〒325-0055 那須塩原市宮町2-8 
   TEL:0287-73-5101・FAX:0287-73-5102 
   E-mail:hideki_akiba@akibacorp.com 
例  会：国民の祝日を含まない週の水曜日 
             12:30 – 13:30 
    割烹石山  那須塩原市本町 5-5 
 

第2959回 荒牧年度第28回例会会報 2022-5-18 司会村山茂君 

欠席の場合は前日 9 時 30 分までに次のいずれかにご連絡を。電話 62-0128、FAX62-1076 （以上石山桂子） 
                          メール  qqvn2bz9k@sound.ocn.ne.jp 

出席報告 平山博会員   （出席規定の免除会員数6名） 

例会日 会員数 出席数 欠席数 出席率 MU 数 修正出席率 

本日 5月18日 36（6） 28（2） 8（4） 87.5％ ― ― 

前回 5月11日 36（6） 32（5） 4（1） 91.4％ 2 94.4％ 

 
国際ロータリー会長：シェカール・メータ 
第 2550 地区ガバナー： 石田順一 
事務所：〒321-0945 宇都宮市宿郷5-21-15 
      ベルヴィ宇都宮内 
      TEL：028-651-2550 
      FAX：028-651-2551 
      E-mail: m2550@agate.plala.or.jp  
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 会長挨拶 荒牧明二会長 

 皆さんこんにちは、春はたくさんの花が咲き、終
わると花が散ります。散る花の散り方の表現がい
ろいろあります。 

 桜の花は散る、梅の花はこぼれる、萩の花もこ
ぼれる、椿は落ちる、牡丹は崩れる、朝顔はしぼ
む、菊は舞う、紫陽花はしおれる、薔薇は枯れる。
花によっていろんな表現があるんですね。日本人
は風流な人種ですね。  

 話は変わります。90歳近くになる男性が、朝起き
るのが大変で、昼間も寝ていることが多くなった。  

 認知症も少しずつ進んでいく。ある時、以前は嫌
がっていた介護施設に、家族が試しに連れて行き
ました。すると次の行く日を楽しみにするように
なっただけでなく、「みんなに会うから、ちゃんとし
ないと」といってひげをそり、身なりも整えて、施設
の迎えを待つようになりました。このおじいさんが
元気になるために必要だったのは薬だけでなく
「人との交わり」でした。 

 アメリカ・ハーバード大学公衆衛生大学院のイチ
ロー・カワチ教授の著書に「命の格差は止められ
るか」で紹介されています。 

 健康に生活するうえで「人間関係」「交流」の重
要性を物語るエピソードです。 

 WHO（世界保健機関）で毎年発表している今年 

のテーマは「私たちの地球、私たちの健康」です。 

 2年以上にわたるコロナ禍、そして気候変動や
武力紛争など、生命や健康が脅かされる混迷の
時代です。人々が健康を求め、幸せな暮らしを願
う気持ちは、より一層強くなっています。 

 では、「健康」とはどういう状態か。改めて確認
すると、WHOが示す定義が興味深いです。 

 「健康とは、病気でないとか、弱っていないと言
うことではなく、肉体的にも、精神的にも、そして
社会的にも、すべてが満たされた状態にあるこ
と」を言うそうです。誰しも病気になることがありま
す。その時、「心が負けない」ことこそ肝要ではな
いでしょうか。 

 いかなる試練も共に乗り越え、「生きる喜び」を
分かち合える社会を築くことが、まさに求められて
います。 

 病だけでなく、経済的苦境や人間関係の悩みな
ど、人生の途上に起こる困難に挑む人たちと、励
ましあいながら乗り越え。生き生きとした人間交
流こそが「真の健康」を築く活力となるのではない
でしょうか。 

 私たちは、毎週例会に参加することが、「生きる
喜び」を感じ、元気を注入できると思います。また
来週も会いましょう。 

 以上で会長挨拶を終わります。有難うございま
した。 

  
幹事報告 安藤譲治幹事 

第１３回理事役員会報告 

 ６月プログラムについて、承認されました。 

 一年交換留学生の受け入れについて 

   第四回理事役員会において受入は承認済み。 

   カウンセラー１名・受入ロータリアン４名の選定  

   に関しては、荒牧会長と植竹次年度会に一任  

   する。 

 西那須野ロータリークラブ５０周年記念式典参
加について 

   会長・幹事で参加する。お祝いとして各一万円 
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委員会報告 稲垣政一副会長 

  をお包みする。 

  （吉光寺年度のとき大田原中央ＲＣの記念式典  

     参加の実績を参考） 
 足尾植樹・那珂川源流の水質調査について 

  足尾植樹は５月２１日に実施、石山さんよりバ  

    スで出発。懇親会は中止。 

  那珂川源流の水質調査は５月２８日に実施予  

    定。通常通り２ルートの日帰りで開催する。 

 第１８回高校生ＲＹＬＡセミナーに黒磯高校ＩＡＣ
先生１名・生徒４名、計５名が参加予定。参加
費１名5,000円合計25,000円を支払うことで承
認。 

 ６０周年記念式典懇親会は現状開催が難しい
と判断し中止とする。 

 ６月８日夜、次年度の役員引継会を開催する
ことで承認。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幹事報告 

 国際ロータリー規定審議会より、２０２２年規定
審議会・決定報告書が届いていま す。クラブ
定款細則検討委員会の皆様に転送いたしまし
た。 

〇井出法社会奉仕委員長 

ニコニコボックス 佐藤博会員 

 黒澤洋一会員  良い天気になりました。 

   

社会奉仕委員会から2点ご報告申し上げます。 

① 今週5月21日(土)足尾植樹を予定してます。 

 現在、会員及び黒磯インターアクトクラブの皆  

 様を含め、計12名の参加予定となってます。 

 もしご参加希望の方がいらっしゃれば、ご連  

 絡をお願いします。当日は、石山より朝8時30  

 分にバスで出発、植樹後、14時30分には石  

 山戻りの予定です。 

② 来週5月28日(土)は、那珂川水質調査を予定  

   してます。２つのグループに分かれ、日帰りで  

     それぞれのポイントで採水を行う予定です。（  

    悪天候の際は、正確な分析ができないため中  

     止、翌週に延期となりえます）詳細は、後程メ  

     ールにてご連絡させていただきます。 

 

 

卓話 村山茂SAA（会場監督） 

 皆様、今日は。本日の卓話を担当いたします村
山でございます。荒牧年度のSAAは、副SAAに 



3 

 

 

  

鳥居輝一さん、戸野俊介さん、永山三芳さんそし
て秋葉秀樹さんの５名で担当しております。 

 SAA会場監督の役割は、クラブ会合の秩序を維
持する（細則第４条８節）ことと定められております
とおり、例会の運営管理が主な内容でございます。 

 本年の例会数は３８回（内夜間例会６回）が予定
されました。 

 その中で、コロナ感染拡大に伴い、８月４日第４
回（２９３０回プログラム委員会）、９月１日第７回
（２９３３回：夜間クラブ協議会）、１０月6日第１１回
（2937回：夜間観月会）、１２月22日第19回（2945

回：夜間クリスマス家族会）、１月２６日第22回（２
９４８回雑誌委員会）例会の計５回が休会となりま
した。 

 また、８月１８日第5回（２９３１回）例会～９月29

日第８回（２９３６回）例会の５回については、
ZOOMによるリモート開催になるなど、一昨年そし
て昨年に引き続き、当初計画通りの例会開催に
は至りませんでした。 

 加えて、昨年延期になった黒磯クラブ創立６０周
年記念式典を４月１３日第25回（2956回）例会の
中で開催されました。例会はロータリー活動の源
でございます。一刻も早い正常化を願いSAAの報
告といたします。 

  

 ここからは、時間もございますので余談と申しま
すか、６０周年記念誌に寄稿するために纏めまし
た「クラブ会長の思い出」について、提出前にご披
露させていただきます。 

 記念誌委員会の皆様には、提出が大変遅れて
おりますこと、お詫び申し上げます。申し訳ありま
せん。 

  

 私は、ご承知の通り黒磯クラブ初の２度の会長
職を経験いたしました。２０１６－１７年度と2018-

19年度です。 

 2016-17年度は、初めての会長ということで、
大変緊張いたしました。殊に、ガバナー公式訪
問が７月１３日ということで、とにかく時間がない。
「現況報告書」の制作が間に合う筈もなく、植竹
一裕幹事と右往左往。この時のガバナーは栃木
秀麿（足利わたらせロータリークラブ）様で、職業
はお医者さんです。お名前からも何となく気品が
感じられます。お顔は存じておりましたが、直接
お話ししたのは、２０１６年３月１３日に開催され
た会長エレクトセミナー時が最初でした。イメー
ジしていた通り、お温和で上品な所作が印象的
でした。 

 ところで、この年度は第1グループのガバナー
補佐の担当クラブでもありました。ということは、
IM（インターシティーミーティング）を主催する訳
です。第1グループ7クラブが一堂に会して、それ
ぞれの活動状況を報告共有するとともに、懇親
を深める大変重要な会合です。 

 この年はロータリー財団100周年の年でもあり
ましたので、テーマを「ロータリー財団100周年を
祝おう」と定め、記念講演にはロータリー財団学
友会会長の卓話、そして、とちぎテレビアナウン
サーによるロータリー財団の歴史の研修会など、
このIMを主宰されたガバナー補佐である高木慶
一さんには大変ご尽力いただき盛会裏に終了で
きました。 

 また、懇親会も、りんどう湖ロイヤルホテル
（現：ロイヤルホテル那須）様による、素晴らしい
おもてなしをいただき、栃木秀麿ガバナーをはじ
め、参加者全員が懇親を深めることができました。 

 一方、大島三千三国際奉仕委員長より、地区
補助金によりタイ国への消防ポンプ車寄贈の提
案がなされ、宇都宮ロータリークラブとの共同事
業として実施することになりました。2017年3月3

日那須塩原市より無償で払下げを受け、後日、
タイ国へ輸送引き渡しを行いました。 

 また、2016年10月16日尾瀬沼ハイキングも晴
天の中、素晴らしい思い出となりました。相馬征
志ご夫妻と参加された皆様には、大変お世話に
なりました。 

 この他定番の活動等も滞りなく、黒磯クラブな
らではの充実した１年間を過ごせたと思っており 
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次回例会  令和4年5月25日 担当 ロータリー情報委員会 

近隣クラブ例会日 近隣クラブ例会日 

〇火曜日  西那須野/いとう屋 0287-36-0028 ○木曜日  大田原/ホテル花月 0287-54-1105 

○木曜日  大田原中央/勝田屋記念会館 0287-23-4165 ○金曜日  黒羽/ホテル花月 0287-54-1105 

5月18日欠席者（敬称略） 
荒井昌一（免）秋葉秀樹 小野安正     
瀬尾紀夫（免）植竹一裕 和気勝利（免）  
髙木慶一（免）戸野俊介 

前回5月11日分メークアップ(敬称略) 
石山桂子 村山茂 

会報委員会：吉光寺政雄・鳥居輝一・髙木慶一・瀧田雅仁・藤﨑善隆 

ます。 

  

 次に2018-19年度ですが、幹事も再度、植竹一
裕さんにお願いしました。 

 この年のガバナーは伊東永峯（宇都宮西ロータ
リークラブ）様で、お坊さんです。前回の栃木秀麿
ガバナー（お医者さん）とは少し違いますが、やは
り、穏やかなたたずまいの方です。 

 この年は、6月後半から7月上旬にかけて西日
本を中心に、北海道や中部地方を含む全国的な
広い範囲で、梅雨前線による集中豪雨に見舞わ
れました。行方不明者8人、負傷者484人、死者
263名の人的被害。住宅の全壊6,783棟、半壊１
万1,346棟など、未曽有の被害をもたらし「平成30

年7月豪雨」と命名されました。これに対し国際
ロータリー２５５０地区ガバナーからの支援要請に
基づき、特別会計より50万円を寄付いたしました。
地球温暖化に伴う気候変動の結果？を再認識し
たところです。 

 また、２０１９年２月６日には、４クラブ合同夜間
例会（西那須野、塩原、那須、黒磯）を割烹石山さ
んで開催しました。男子中学生の津軽三味線演
奏に度肝を抜かれました。覚えておいででしょう
か？ 

 一方、２０１９年４月23日には板橋敏雄様（元国
際ロータリー理事、米山記念奨学会理事長）の葬
儀が足利市市民会館にて執り行われました。第２
５５０地区が誇るロータリアンとして、多くのロータ
リアンの尊敬の的でした。 

 また、タイ国への２回目の消防ポンプ車の寄贈
を行いました。前回同様、那須塩原市より無償払
下げを受け、宇都宮ロータリークラブと共同で実
施いたしまた。 

 2018-19年度は、一言でいえば、自然災害の脅
威を改めて認識させられた年でした。その要因で
ある地球温暖化対策のため、二酸化炭素に対す
る風当たりが増々強くなる一方、再生可能エネル
ギーへのシフトチェンジが急激に加速する節目の
年になったと思っております。 

 最後に、最近の気になるキーワードを述べさせ
ていただきます。 

 

〇 地球規模の異常気象 

   人的な要因だけなの？ 

〇 エネルギーの安全保障 

    再生可能エネルギーだけで賄えるのはいつか  

      ら？また、それができたら 

    原油等は必要ないの？ 

〇 食料の安全保障 

     自給は可能なの？ 

〇 国の安全保障 

    他国から攻撃・侵略を受けることはないの？   

   あるとすればどうするの。降参？自衛！ 

〇 専制国家と民主国家 

   民主国家がいいと思います！ 

  

 以上で卓話を終了いたします。ご清聴ありがとう
ございました。 

  

  

  

SAA（会場監督） 村山茂SAA 


